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明治以降の近代化の過程で町家が中高層建築物に建て替えられ,地域固有の景観が失われている．歴史的

町並みにおいては,国による伝統的建造物群保存地区の制度により保全が行われているが,これに指定され

ていない地域では,景観法が活用された．しかし,これは修景時のルールであり修景を強制するものではな

く修景実施の可否は,建物所有者の意志決定に依存している．よって修景実施に至るまでの生活での経験が

建物所有者の意志に影響を及ぼしているという仮説から,修景実施者にヒアリング調査を行うことで,修景

実施に至るプロセスを把握し,これに影響を及ぼしたものを分析した．これにより伝建地区等の国の取り組

みが行われていない地域における景観形成を促す取り組みへとつながる景観まちづくりの可能性を示した． 
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１．はじめに 

 

(1)研究背景 

明治以降の近代化により,町家が中高層建物に建て替

えられ 1）,歴史的町並みは壊されてきた.この中,歴史的

町並み保全は,伝統的建造物群保存地区（以下,伝建地区）

の制度を用いて全国的に取り組まれてきた.2004 年に景

観法が誕生し,地方公共団体が景観行政団体となること

で歴史的町並み保全についても景観法を活用できるよう

になった 2）.しかし,景観法による景観計画は修景注 1）時

のルールであり,修景実施の可否は建物所有者の意志決

定に依存しており 3）,修景実施に至るまでの生活での経

験がその意志に影響を与えると考えられる（図-1）.ま

た,景観法を含め,地方分権が進む中,住民組織により地

域活性化として様々なイベントが行われており,このよ

うな活動と行政による取り組みが景観まちづくりとして

取り組まれている． 

 
図-１ 修景実施に至るまでの流れの概念図 

 

(2)研究の目的 

本研究は,実際の事例を取り上げて,①建物の立地状況

から現存する町家の位置等の現状を把握する.②景観ま

ちづくりの取り組みの実態を把握する.③修景実施者の

修景実施のプロセスと修景の実態を個別事例から調査し,

修景実施に至った契機と要因を把握する.④ ①～③から,

景観まちづくりにおける取り組みと修景実施に至った要

因,そのプロセスとの関係を明らかにすることを目的と

する. 

 

(3)対象地の概要 

 対象地は旧街道沿いの宿場町であった枚方市の枚方宿

を対象とする.枚方宿は,東海道 57次の 56番目の宿場町

であり,現在では当時の道幅や町家が数件残っている場

所である.また,その歴史を活かし,住民組織である「枚

方宿地区まちづくり協議会（以下,まち協）」が「五六

市」という手作り市を毎月開催している.現在は, 300店

舗ほどが出店しており,来訪者数は 8000人を超えている．

また,枚方市による景観計画が策定されており,景観計画

区域内の景観重点地区に指定されている. 

 

写真-1 枚方宿での五六市開催時の様子 

 

(1)既往研究 

 景観まちづくりの研究としては,林ら 4）によって修景
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の助成制度の課題を抽出したものや,田中ら 5）によって

景観条例・まちづくり条例による市民団体の活動特性を

明らかにしたものがある．歴史的町並みに関する研究と

しては,大島 6）,松本ら 7）,によって伝建地区における研

究は数多く蓄積されてきた．伝建地区以外の地域におけ

る宿場町の研究としては,磯野ら 8）によって歴史的な変

遷を追ったものや,尚ら 9）によって,景観資源の現状を把

握したものがある．本研究は,歴史的町並みにおいて,伝

建地区等の国の法制度に指定されていない地域において,

個別の修景実施者の修景に至るプロセスから修景に至っ

た要因を分析する点に特徴がある。 

 

２．枚方宿における修景の実態 

 

枚方宿の建物は図-2のように分類できる.これらから,

①歴史的景観建造物注 2）（以下,歴建）,歴建の指定のな

い町家,修景された一般的な建物②建物の高さ③建物の

用途④現在の五六市の出店場所,の 4 つの指標から集積

量を用いて分析する. 

 

図-2 枚方宿における建物の分類（黒字が本研究の対象） 

集積量の割合によって,各指標の建物がどこに,どの程

度集まっているかを視覚化し,指標①の割合が 20％を超

えている 5つのエリアに分類した（図-3）.各エリアに

おいては,②③④の指標からそれぞれの特徴を図-4にま

とめた. 

 

図-3 修景に関する集積量の割合 

 

 

３．枚方市・まち協による景観まちづくりへの取

り組み 

 

枚方市へのヒアリング調査と文献調査から,枚方市に

より都市景観形成要綱（以下,都市要綱）が施行されて

おり,街環が行われ,まち協が設立された時期を初動期

（1999～2005年）,枚方市による石畳と淡い街灯街づく

り事業が開始され,まち協により町家情報バンク（以下,

バンク）,五六市が開始された時期を発展期（2006～

2013年）,枚方市により景観計画が策定された時期を成

熟期（2014～2017年）に区分できる（図-5）. 

 

図-5 枚方宿の景観まちづくりの流れのまとめ 

流れとしては初動期では,枚方市により町家の保全が

主に進み,まち協の設立による手探りの景観まちづくり

が始まり,発展期にて既存建物,空家,公共施設の修景,ま

ち協による枚方宿のメインイベントである五六市によっ

て徐々に来訪者数が増加し,バンクにより新たな修景さ

図-4 枚方宿における修景実態とヒアリング対象者 
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れた店舗が出現し,成熟期にて新築の修景,五六市が定期

開催され,枚方宿における景観まちづくりが定着した. 

 

 

４．景観まちづくりにおける修景実施の実態 

 

本研究のヒアリング対象者として①保全ではなく修景

が行われたもの②修景実施者と建物利用者が一致する建

物,の 2つを条件とし図-6で示す.よって,ヒアリング対

象者は修景された一般的な建物で戸建て（住宅・店舗）

とする. 

 

図-6 ヒアリング対象者（太字）の選出 

 

（1）修景実施に至った要因とそのプロセス 

表-1 ヒアリング対象者の修景のプロセスのまとめ 

 

修景前の住まいに関しては,枚方宿にもともと住んで

いた人よりも枚方宿外から移り住む,または新たに店舗

を開店する新来者が多く見られた.修景前の枚方宿への

関わりに関しては,五六市に関与している人が見られ

た．2007年に五六市が開始されたことから,その後五六

市が定着するにつれてそこに関与していた人が修景を実

施した.修景実施に至った契機としては,様々なものが見

られたが,主なものとしては店舗の開店に伴い,バンクを

利用するものが 4件あった.契機がない事例は見られず,

建物を新築・増築・改築する理由があったために修景が

実施されることがわかった.修景の要因に関しては,修景

の意志の有無から意志の無い「助成金,市の要請,景観計

画」と意志の有る「景観への協力」の 2つに分類するこ

とができた.それらをまとめ表-2とした． 

表-2 修景実施のプロセスのまとめ 

 

 

（2）修景実施者のタイプ分け 

 修景実施者が①住民・新来者のどちらか②修景実施の

意志の有無,の 2点から 4つのタイプに分けた（表-

3）．A－1は,住民であり能動的に修景を行った事例で

あり,五六市への運営やまち協の委員であり,普段のまち

協への取り組みの参加が修景を能動的に行うことへつな

がった.A-2は新来者であり能動的に修景を行った事例

であり,本人の町家へのイメージや歴史的町並みへの景

観への理解により修景を能動的に行っていた.B-1は住

民であり受動的に修景を行った事例であり,住民である

が,まち協の取り組みへの関わりはなく,助成金の存在が

修景につながった.B-2は新来者であり受動的に修景を

行った事例であり,主にバンクを利用し,空家を活用する

際に修景が行われている.新築のものは,景観計画の外観

への規制により修景が行われた. 

表-3 修景実施者のタイプ分け 

 

 

 

５．景観まちづくりと修景実施のプロセスとの関係    

 

以上より枚方宿の修景実施と全体の景観まちづくりと

の関係を分析した．図-7より各 3期の修景の実態に関

しては、初動期では,都市景観形成要綱より多くの町家

が歴建に指定されている．発展期に関しては,五六市,バ

ンクが開始され,まち協の取り組みが広がっていた時期

であり,修景が実施された場所も同様に枚方宿全体に広

がっていた．成熟期に関しては,景観計画による規制が

始まったため,駐車場が集積しているエリアにおいて新

築の修景が進んでいた． 

枚方市・まち協の景観まちづくりへの取り組みと,修

景実施のプロセスとの関係について①集積量によるエリ

修景実施者 プロセス

サノヤ
枚方宿にて、ホームショップを営むが、タバコ屋へと店舗を改装する

際に枚方市から助成金の話を聞き、修景実施を行う。

モガジョガ

守口宿にて、修景した建物にて店舗を経営していたが、枚方市が誘致

を行い、枚方宿にてバンクを利用して店舗を開く。町家への高い評価

が修景実施へとつながる。デザインに関しては自分で行っている。

mani café
枚方で店舗を開店しようとしたときにインターネットによりバンクの

存在を知り、枚方市による助成金の条件に合うように修景を行う。

a new sprout
陶芸家として活動するための窯を探していたところ、新聞にてバンク

の存在を知り、枚方市の要請により修景を行う。

塩熊商店

枚方宿の町家にて幼少期を過ごし、その後、建材屋を営む。ホームセ

ンターの出現により、雑貨屋へと改修する際に幼少期の町家や、五六

市の運営に関わっていたことから、街並みに合った外観を意識し修景

を行う。

片山　珍古堂

まち協にて修景に関わり、また自治会長であり、まち協にて修景の助

成金の仕組みを知る。建物の老朽化を契機に枚方宿の修景のモデル

ケースとして修景実施を決心する。

note gallery

知り合いが枚方で店を開きたいという話を聞き、インターネットによ

りバンクの存在を知る。その後、五六市にも参加し、自分もバンクに

登録し修景を行う。

篠原邸

枚方市で人が交流できる場所を作りたいと考え、五六市に参加したこ

ともあり、枚方宿に住むことを決め、枚方宿の歴史を踏まえた建物を

建てることを決意し、修景を行う。

アトリエシャルナ

枚方市にて店舗を新築したいと考え、景観計画で外観が規制された建

売住宅を購入する。外観に関しては、規制に応じたいくつかの選択肢

から色等を選択した。
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アと修景実施のプロセスとの関係②景観の流れからみた

各 3期と修景実施のプロセスとの関係③修景実施後の景

観まちづくりへのつながり,の 3点から分析を行った． 

 

 

６.おわりに 

表-4 結論のまとめ 

 

エリアとの関係より,現存する町家の存在はその町家

の周辺の建物修景時に,よりデザインを工夫する姿勢が

見られたため,現存する町家を中心として修景事業を展

開することが求められると考える.また,景観を考える上

では負のイメージがある駐車場も暫定利用されているも

のもあるため,新築の修景を誘導しやすいと考える.時期

との関係より,枚方市・まち協の取り組みが修景実施の

プロセスに大きな影響を与えていたことがわかったた

め,この 2つの機関の取り組みが重要であることが確認

された.修景が行われたことによる景観まちづくりへの

つながりより,修景が進むことで新たな景観まちづくり

への参加者が増え,それが新たな修景実施へと繋がる流

れが見られたため,最初に修景される事例をモデルケー

スとして相応しい修景を行うことが重要である. 

本研究では,修景実施のプロセスを追うことで,修景実

施に至る契機と要因を把握したが,修景後の建物の外観

の妥当性の分析に関しては行っていない.そのため,修景

が実施され,その外観の妥当性を評価する方法が課題と

なり,今後も研究を進めていくことが求められる. 

注釈 
注1)修景とは建物に関しては修景基準に属するものが新築・

増築・改築時にその基準により外観に関する行為を規制さ
れ,歴史的町並みに調和するように整備すること,公共施設
に関しては事業として歴史的町並みに調和するように整備
されたものと定義する. 

注2）枚方市都市景観形成要綱における条件を満たす町家に対
して,修景の際に一般的な建物よりも高額の助成金を助
成することで,保全計画を立て,建物を保全するために指
定を行う制度. 
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図-7 景観まちづくりと修景実施のプロセスの関係 
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